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一　

は
じ
め
に

明
末
の
通
俗
小
説
『
封
神
演
義
』
の
版
本
の
う
ち
、
蘇
州
の
書
坊
舒
載
陽
が
刊
刻
し
た
通
称
舒
載
陽
本（
１
）は
現
存
最
古
の
明
刊
本
で
あ

り
、
巻
頭
に
は
李
雲
翔
と
い
う
人
物
に
よ
る
序
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
序
は
『
封
神
演
義
』
の
出
版
経
緯
を
叙
述
し
て
お
り（
２
）、

章
培
恒
氏
が
こ
れ
に
詳
細
な
考
察
を
加
え
て
、
李
雲
翔
を
主
要
な
作
者
と
す
る
説
を
提
示
し
た（
３
）。
そ
の
後
も
序
文
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

様
々
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
が（
４
）、
序
文
の
著
者
で
あ
る
李
雲
翔
自
身
に
対
す
る
考
察
は
従
来
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
序
文
著
者

の
研
究
は
、
序
文
の
叙
述
内
容
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
必
須
の
基
礎
作
業
で
あ
る
。
し
か
し
李
雲
翔
に
関
す
る
記
録
は
史
書
に
な
く
、

調
査
が
容
易
で
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
『
封
神
演
義
』
序
の
末
尾
に
あ
る
「
邗
江
李
雲
翔
爲
霖
甫
撰
」
と
い
う
署
名
か
ら
、
揚
州
の

人
、
字
は
為
霖
、
と
い
う
断
片
情
報
が
得
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

近
年
、
周
明
初
氏
に
よ
り
、
李
雲
翔
の
事
績
や
交
友
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
『
封
神
演
義
』
舒
載
陽
本
の
成
立
時
期
や
作
者

問
題
に
対
し
新
た
な
見
解
が
示
さ
れ
た（
５
）。
本
稿
で
は
、
主
に
李
雲
翔
の
人
的
交
流
お
よ
び
編
著
活
動
の
拠
点
が
南
京
秦
淮
で
あ
る
こ
と

に
着
目
し
、
彼
が
『
封
神
演
義
』
舒
載
陽
本
の
成
立
に
携
わ
っ
た
背
景
を
検
討
す
る
。
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二　

周
明
初
氏
に
よ
る
先
行
研
究
に
つ
い
て

ま
ず
李
雲
翔
の
事
績
に
関
す
る
周
明
初
氏
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
周
氏
論
文
は
李
雲
翔
の
事
績
を
列
挙
し
、

彼
と
『
封
神
演
義
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
前
半
部
分
で
は
李
雲
翔
が
関
与
し
た
書
籍
に
見
え
る
序
跋
・
凡
例
・
附
言
お
よ
び

出
版
事
項
等
の
資
料
を
基
に
、
李
雲
翔
の
活
動
と
交
友
を
編
年
す
る
。
以
下
に
そ
の
要
点
を
ま
と
め
る
。

１
．
万
暦
四
十
六
（
一
六
一
八
）
年
秋
、
郷
試
に
落
第
。
馮
夢
龍
と
秦
淮
の
妓
楼
に
て
宴
遊
し
、『
金
陵
百
媚（
６
）』
を
編
纂
す
る
。

『
金
陵
百
媚
』
は
、
科
挙
の
殿
試
に
な
ぞ
ら
え
て
妓
女
を
順
位
付
け
し
た
、
い
わ
ゆ
る
花
案
・
花
榜
と
呼
ば
れ
る
も
の
で（
７
）、
該
書
は
南

京
秦
淮
の
妓
女
の
品
評
、
お
よ
び
彼
女
た
ち
を
詠
じ
た
詩
・
詞
・
散
曲
・
俗
謡
等
を
収
録
し
て
い
る
。
巻
頭
に
「
廣
陵
爲
霖
子
（
李
雲

翔
）
著
品  

呉
中
龍
子
猶
（
馮
夢
龍
）
批
閲
」
と
あ
り
、
馮
夢
龍
の
跋
文
と
評
語
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
金
陵
百
媚
』
李
雲
翔

序
に
見
え
る
、
李
雲
翔
を
秦
淮
の
妓
楼
に
誘
い
該
書
の
編
纂
を
奨
励
し
た
「
呉
中
友
人
」
と
は
、
す
な
わ
ち
馮
夢
龍
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
同
序
に
見
え
る
該
書
の
刊
刻
を
求
め
た
「
葉
君
」
と
は
、
凡
例
や
識
語
を
書
い
た
蘇
州
の
書
坊
主
葉
一
虁
で
あ
る
。

２
．
天
啓
五
（
一
六
二
五
）
年
、
湖
北
に
遊
学
し
、
麻
城
の
李
長
庚
に
師
事
す
る
。

崇
禎
六
（
一
六
三
三
）
年
序
刊
の
『
彙
輯
輿
図
備
攷
全
書（
８
）』（
以
下
『
輿
図
備
攷
』
と
略
称
）
李
長
庚
序
に
記
述
が
あ
る
。
李
長
庚
は

麻
城
（
現
湖
北
省
）
の
人
で
、
万
暦
二
十
三
（
一
五
九
五
）
年
の
進
士
。『
明
史
』
巻
二
五
六
に
伝
が
あ
る
。

３
．
天
啓
六
（
一
六
二
六
）
年
夏
、
秦
淮
に
遊
び
『
新
鐫
六
院
女
史
清
流
北
調
詞
曲（
９
）』（
以
下
『
北
調
詞
曲
』
と
略
称
）
を
編
纂
す
る
。

『
北
調
詞
曲
』
は
『
金
陵
百
媚
』
と
同
様
、
秦
淮
の
妓
女
を
品
評
し
た
花
案
。
こ
の
李
雲
翔
序
に
「
同
社
友
程
・
唐
諸
君
、
偕
二
三
麗

人
、
泛
水
秦
淮
（
社
友
の
程
・
唐
諸
君
と
同
に
、
二
三
の
麗
人
を
偕
い
、
秦
淮
に
泛
水
す
）」
と
あ
る
。
ま
た
同
序
お
よ
び
出
版
者
龐
雲

衢
の
附
言
に
よ
れ
ば
、
李
雲
翔
に
は
『
金
陵
百
媚
』
の
他
に
『
十
醜
十
俊
』『
名
姝
詞
曲
』
と
い
う
既
刊
書
が
あ
り
、
評
判
を
博
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
二
書
は
現
存
し
な
い
が
、
内
容
は
そ
の
書
名
か
ら
花
案
と
推
測
さ
れ
る
。

４
．
天
啓
七
（
一
六
二
七
）
年
、
南
京
の
文
人
結
社
に
参
加
し
、『
新
鐫
諸
子
抜
萃（

（1
（

』（
以
下
『
諸
子
抜
萃
』
と
略
称
）
を
選
評
す
る
。

『
諸
子
抜
萃
』
に
は
李
雲
翔
序
の
他
に
于
仕
廉
に
よ
る
序
文
が
あ
る
。
于
士
廉
は
金
壇
（
現
江
蘇
省
）
の
人
で
、
万
暦
十
四
（
一
五
八

六
）
年
の
進
士
。
于
序
に
は
「
余
門
人
李
生
」
と
あ
り
、
于
仕
廉
と
李
雲
翔
と
が
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
参
閲
者
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と
し
て
唐
捷
元
・
唐
光
虁
・
盛
于
斯
・
曹
大
階
と
い
っ
た
名
が
見
え
、
彼
ら
は
皆
「
社
友
」
と
称
し
て
い
る
。『
北
調
詞
曲
』
李
雲
翔
序

に
見
え
る
「
社
友
程
・
唐
諸
君
」
の
「
唐
」
と
は
、
こ
の
唐
捷
元
・
唐
光
虁
を
指
す
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
文
人
結
社
お
よ
び
社
中
の

人
物
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
盛
于
斯
の
み
周
亮
工
に
よ
る
伝
記
「
盛
此
公
伝（

（1
（

」
が
残
っ
て
い
る
。

５
．
崇
禎
三
（
一
六
三
〇
）
年
、
南
京
に
寓
居
し
『
輿
図
備
攷
』
の
参
訂
を
開
始
、
崇
禎
六
（
一
六
三
三
）
年
冬
に
完
成
さ
せ
る
。

『
輿
図
備
攷
』
の
李
雲
翔
序
に
「
是
書
越
三
寒
暑
、
五
脱
稿
、
茲
冬
月
之
初
、
始
告
厥
成
（
是
の
書  

三
寒
暑
を
越
し
、
五
た
び
脱
稿

し
、
茲
の
冬
月
の
初
、
始
め
て
厥そ

の
成
を
告
ぐ
）」
と
あ
り
、
末
尾
に
「
癸
酉
（
崇
禎
六
年
）
冬
之
十
日
」
の
署
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

李
雲
翔
は
崇
禎
三
年
か
ら
崇
禎
六
年
の
間
、『
輿
図
備
攷
』
の
参
訂
に
従
事
し
て
い
た
と
わ
か
る
。

続
く
後
半
部
分
で
は
『
封
神
演
義
』
の
成
書
時
期
や
作
者
問
題
に
つ
い
て
、
前
半
部
分
で
示
し
た
李
雲
翔
の
事
績
と
関
連
づ
け
て
考

証
す
る
。
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
結
論
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

① 

李
雲
翔
の
『
封
神
演
義
』
に
関
す
る
作
業
期
間
を
、
崇
禎
元
年
か
ら
崇
禎
三
年
の
間
と
す
る
。『
封
神
演
義
』
批
評
者
と
し
て
仮
託
さ

れ
た
鍾
惺
の
没
年
（
天
啓
五
年
）
以
降
、
か
つ
李
雲
翔
が
他
の
編
著
作
業
を
行
っ
て
い
な
い
時
期
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
る
。

② 『
輿
図
備
攷
』
や
『
諸
子
抜
萃
』
と
い
っ
た
他
者
の
著
作
の
参
訂
・
節
略
を
主
と
す
る
李
雲
翔
の
作
業
内
容
に
鑑
み
、
李
雲
翔
を
『
封

神
演
義
』
の
主
要
な
作
者
と
す
る
説
を
否
定
す
る
。

③ 『
封
神
演
義
』
作
者
説
の
あ
る
「
陸
長
庚（

（1
（

」
は
、
李
雲
翔
の
師
「
李
長
庚
」
で
あ
る
可
能
性
を
提
示
す
る
。

周
氏
は
李
雲
翔
の
事
績
の
列
挙
と
編
年
に
よ
り
、
李
雲
翔
が
『
封
神
演
義
』
舒
載
陽
本
に
関
与
し
た
時
期
や
程
度
に
つ
い
て
新
た
な

見
解
を
示
し
た
。
但
し
、
李
長
庚
を
除
け
ば
、
李
雲
翔
の
人
的
交
流
や
活
動
地
域
に
つ
い
て
は
資
料
の
提
示
に
止
ま
る
。
本
稿
は
以
下
、

李
雲
翔
と
交
流
の
あ
っ
た
人
物
や
活
動
拠
点
を
中
心
に
再
検
討
し
、
こ
れ
ら
と
『
封
神
演
義
』
成
立
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
証
す
る
。

三　

李
雲
翔
の
人
的
交
流
と
編
著
活
動
の
拠
点

上
述
の
と
お
り
、
周
氏
論
文
で
は
『
北
調
詞
曲
』
の
李
雲
翔
序
に
見
え
る
「
社
友
程
・
唐
諸
君
」
の
「
唐
」
氏
に
つ
い
て
、『
諸
子
抜

萃
』
の
参
閲
者
唐
捷
元
・
唐
光
虁
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
ま
た
『
諸
子
抜
萃
』
の
参
閲
者
盛
于
斯
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、
周
亮
工
「
盛
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此
公
伝
」
を
挙
げ
る
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
人
物
に
つ
い
て
資
料
を
補
い
、
そ
の
上
で
李
雲
翔
の
活
動
と
の
関
連
を
考
察
し
た
い
。

ま
ず
「
社
友
程
・
唐
諸
君
」
の
「
唐
」
に
つ
い
て
、『
新
鐫
広
輯
海
内
名
家
工
画
能
書（

（1
（

』（
以
下
『
工
画
能
書
』
と
略
称
）
を
挙
げ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
該
書
は
日
本
に
写
本
が
残
る
の
み
で
刊
行
年
は
不
明
だ
が
、
巻
頭
に
参
訂
者
と
し
て
李
雲
翔
、
校
閲
者
と
し
て
唐
捷

元
・
唐
光
虁
の
名
が
あ
る（

（1
（

。
両
唐
氏
と
李
雲
翔
が
共
同
で
編
著
活
動
を
行
っ
て
い
た
証
拠
と
し
て
、
周
氏
の
説
を
補
強
し
得
る
も
の
で

あ
る（

（1
（

。
ま
た
盛
于
斯
に
つ
い
て
は
、
周
亮
工
「
盛
此
公
伝
」
に
よ
れ
ば
、
字
は
此
公
、
南
陵
（
現
安
徽
省
）
の
人
で
、
南
京
に
赴
き
、

混
迷
す
る
世
の
中
に
慷
慨
し
、
士
人
か
ら
身
分
の
低
い
者
に
至
る
ま
で
幅
広
く
「
散
金
結
客
」
し
た
が
、
後
に
詐
欺
に
あ
っ
て
財
産
を

失
い
、
失
意
し
て
郷
里
に
帰
っ
た
と
い
う（

（1
（

。
盛
于
斯
が
南
京
で
「
散
金
結
客
」
し
た
面
々
の
中
に
は
、「
社
友
」
た
る
李
雲
翔
も
い
た
に

違
い
な
い
。
こ
の
伝
記
の
ほ
か
に
も
、
祁
彪
佳
『
遠
山
堂
曲
品
』
に
盛
于
斯
の
戯
曲
「
鳴
冤
記
」
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
る
。
戯
曲
は

既
に
散
佚
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
天
啓
年
間
に
魏
忠
賢
を
弾
劾
し
、
解
職
さ
れ
た
胡
永
順
と
い
う
人
物
を
生
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
ら
し
い（

（1
（

。
周
明
初
氏
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
盛
于
斯
は
『
諸
子
抜
萃
』
の
参
閲
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、『
北
調
詞
曲
』
の
批
閲
者

で
も
あ
る（

（1
（

。『
北
調
詞
曲
』
は
、『
金
陵
百
媚
』
の
曲
調
が
南
調
で
あ
る
の
に
対
し
て
北
調
を
用
い
た
点
に
特
徴
が
あ
り（

（1
（

、
李
雲
翔
は
南

北
両
調
を
自
在
に
作
詞
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
李
雲
翔
と
盛
于
斯
は
い
ず
れ
も
詞
曲
に
精
通
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う（

（2
（

。

李
雲
翔
と
交
友
が
あ
っ
た
人
物
の
中
で
最
も
重
要
な
の
が
、
蘇
州
の
馮
夢
龍
で
あ
る
。
彼
は
李
雲
翔
を
秦
淮
の
妓
楼
に
誘
い
、
花
案

を
作
る
よ
う
勧
め
、
跋
文
と
批
評
を
寄
せ
た
。
大
木
康
氏
は
『
金
陵
百
媚
』
の
出
版
者
で
あ
る
葉
一
虁
と
李
雲
翔
を
結
び
つ
け
た
の
も

馮
夢
龍
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
、
彼
を
『
金
陵
百
媚
』
の
「
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
」（
興
行
主
）
と
称
し
て
い
る（

（2
（

。
馮
夢
龍
の
編
纂
し
た
俗
謡
集

『
掛
枝
児
』『
山
歌
』
に
妓
楼
で
聞
き
覚
え
た
歌
謡
や
宴
席
で
の
戯
作
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る（

（2
（

点
も
併
せ
れ
ば
、
妓
女
品
評
に
詩
詞
の
み

な
ら
ず
多
数
の
散
曲
や
俗
謡
を
附
す
『
金
陵
百
媚
』
は
、
馮
夢
龍
の
影
響
を
強
く
受
け
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
李
雲
翔
の
編
著
作
品
に
関
与
し
た
人
物
に
つ
い
て
、
管
見
の
限
り
の
資
料
に
基
づ
き
考
察
を
試
み
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き

は
、
李
雲
翔
の
人
的
交
流
お
よ
び
編
著
活
動
の
舞
台
が
南
京
、
中
で
も
秦
淮
を
中
心
と
す
る
点
で
あ
る
。
李
雲
翔
は
李
長
庚
に
師
事
し

た
時
期
を
除
き
、
常
に
南
京
に
在
っ
た
。
特
に
万
暦
四
十
六
（
一
六
一
八
）
～
天
啓
六
（
一
六
二
六
）
年
と
い
う
李
雲
翔
の
編
著
活
動

初
期
の
作
品
は
秦
淮
の
妓
女
を
品
評
し
た
花
案
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
活
動
拠
点
は
当
然
秦
淮
の
妓
楼
と
な
る
。
秦
淮
妓
楼
の
中
心
で
あ

る
旧
院
は
、
明
太
祖
が
設
置
し
た
富
楽
院
を
基
と
し
、
郷
試
が
開
催
さ
れ
る
江
南
貢
院
と
秦
淮
河
を
挟
ん
で
対
峙
し
て
い
た
。
す
な
わ
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ち
秦
淮
は
単
な
る
色
街
で
は
な
く
、
江
南
の
文
人
学
士
が
集
結
す
る
社
交
場
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
開
か
れ
る
宴
席
が
詞
曲

競
作
の
場
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た（

（2
（

。
秦
淮
は
、
李
雲
翔
が
得
意
の
詞
曲
創
作
の
腕
前
を
披
露
し
て
名
を
挙
げ
、
交
際
範
囲
を
拡
大
す
る

に
最
適
の
場
所
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
盛
于
斯
が
「
散
金
結
客
」
し
た
場
も
、
秦
淮
を
措
い
て
ほ
か
に
無
い
で
あ
ろ
う
。
盛
于
斯
は
秦

淮
の
妓
女
に
詳
し
く
、
か
つ
詞
曲
に
通
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
『
北
調
詞
曲
』
の
批
閲
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
李
雲
翔
は
後
に
こ
の

『
北
調
詞
曲
』
に
関
わ
っ
た
唐
捷
元
・
唐
光
虁
・
盛
于
斯
と
共
に
結
社
し
、『
諸
子
抜
萃
』
を
編
纂
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
李
雲
翔
は
ま

ず
秦
淮
に
て
人
脈
を
築
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
編
著
活
動
の
契
機
を
掴
み
、
花
案
か
ら
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
へ
と
活
動
の
幅
を
広
げ

て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。『
輿
図
備
攷
』
李
雲
翔
序
の
末
尾
に
「
於
秦
淮
之
兩
娯
軒
中
」
と
署
名
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
花
案
以
外
の

作
品
に
つ
い
て
も
、
秦
淮
の
妓
楼
が
執
筆
の
現
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
李
雲
翔
は
人
的
交
流
の
展
開
や
編
著
活

動
の
機
会
の
獲
得
、
更
に
実
際
の
執
筆
に
至
る
ま
で
、
秦
淮
の
妓
楼
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
彼
が
『
封
神

演
義
』
の
編
著
作
業
を
実
施
し
た
場
も
、
南
京
秦
淮
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い（

（2
（

。『
封
神
演
義
』
舒
載
陽
本
の
出
版
地
は
蘇
州
で
あ
る

が
、
こ
の
点
は
『
金
陵
百
媚
』
と
同
様
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
南
京
秦
淮
で
作
成
さ
れ
た
李
雲
翔
の
花
案
が
蘇
州
の
馮
夢
龍
に
送
ら

れ
、
彼
の
批
閲
を
経
た
後
、
そ
の
ま
ま
蘇
州
に
お
い
て
葉
一
虁
に
よ
り
刊
刻
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
馮
夢
龍

の
参
画
を
得
た
『
金
陵
百
媚
』
に
よ
っ
て
、
蘇
州
の
書
坊
葉
氏
と
の
関
係
構
築
、
お
よ
び
蘇
州
に
お
け
る
文
名
の
獲
得
を
果
た
し
、
こ

れ
を
契
機
と
し
て
他
の
蘇
州
の
書
坊
主
と
も
交
流
す
る
よ
う
に
な
り
、『
封
神
演
義
』
の
出
版
者
舒
載
陽
と
関
係
を
結
ぶ
に
至
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四　

お
わ
り
に

明
代
末
期
に
は
馮
夢
龍
に
代
表
さ
れ
る
如
く
、
生
員
や
童
生
の
身
分
で
著
述
を
生
業
と
し
た
者
が
多
数
存
在
し
た（

（2
（

。
李
雲
翔
も
ま
た

郷
試
に
落
第
し
、
書
坊
の
注
文
に
応
じ
て
編
著
作
業
に
従
事
し
た
、
い
わ
ゆ
る
著
述
業
者
の
一
員
で
あ
っ
た
。
彼
は
南
京
秦
淮
の
妓
楼

を
拠
点
と
し
て
唐
光
虁
・
唐
捷
元
・
盛
于
斯
そ
し
て
馮
夢
龍
と
交
流
し
、
編
著
活
動
を
展
開
し
た
。『
封
神
演
義
』
の
編
纂
に
関
与
し
た

契
機
も
、
南
京
秦
淮
に
お
い
て
育
ん
だ
人
脈
と
実
績
に
よ
り
獲
得
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
或
い
は
馮
夢
龍
そ
の
人
が
、
間
接
的
で
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は
あ
る
が
、
李
雲
翔
と
蘇
州
の
書
坊
主
舒
載
陽
の
仲
介
人
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

『
封
神
演
義
』
の
作
者
或
い
は
評
者
と
目
さ
れ
る
李
雲
翔
の
如
上
の
特
徴
に
鑑
み
、
改
め
て
『
封
神
演
義
』
序
文
や
本
文
・
評
点
を
分

析
す
る
こ
と
で
、
作
者
問
題
を
含
む
『
封
神
演
義
』
の
成
立
過
程
の
解
明
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
明
末
の
通
俗
小

説
の
成
立
の
実
態
、
す
な
わ
ち
小
説
が
い
か
な
る
人
々
の
手
で
、
い
か
に
し
て
完
成
さ
れ
、
出
版
さ
れ
て
い
た
か
を
示
す
一
例
と
な
ろ

う
。
周
明
初
氏
に
よ
る
李
雲
翔
の
事
績
の
編
年
、
そ
し
て
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
南
京
秦
淮
を
拠
点
と
す
る
李
雲
翔
の
交
友
と
編
著
活

動
の
実
態
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

注

（
1
）  

『
新
刻
鍾
伯
敬
先
生
批
評
封
神
演
義
』
二
十
巻
、
内
閣
文
庫
蔵
。
該
本
の
巻
二
巻
頭
に
の
み
「
鍾
山
逸
叟
許
仲
琳
編
輯  

金
閶
載
陽
舒
文

淵
梓
行
」
と
あ
る
。
許
仲
琳
に
つ
い
て
は
委
細
不
詳
。
眉
批
・
圏
点
・
回
末
評
が
附
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
一
般
に
序
文
を
著
し
た
李
雲
翔
の

手
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
譚
帆
『
中
国
小
説
批
評
研
究
』、
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
等
）。
李
雲
翔
序
に
は
、

彼
に
作
業
を
依
託
し
た
「
舒
冲
甫
」
と
い
う
人
物
が
見
え
、
ま
た
封
面
に
も
「
金
閶
書
坊
舒
冲
甫
」
に
よ
る
識
語
が
あ
る
が
、
こ
の
「
舒

冲
甫
」
が
巻
二
巻
頭
の
「
舒
載
陽
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
は
不
明
。
舒
載
陽
に
つ
い
て
は
杜
信
孚
・
杜
同
書
『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』

（
線
装
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）
江
蘇
書
林
巻
に
「
舒
載
陽
、
字
文
淵
、
蘇
州
人
」
と
あ
り
、『
封
神
演
義
』
の
他
、
万
暦
泰
昌
年
間
刊
刻
の

書
籍
二
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）  

「
俗
有
姜
子
牙
斬
將
封
神
之
説
、
從
未
有
繕
本
、
不
過
傳
聞
於
説
詞
者
之
口
。
︙
︙
余
友
舒
冲
甫
、
自
楚
中
重
資
搆
︹
購
︺
有
鍾
伯
敬
先

生
批
閲
『
封
神
』
一
册
、
尚
未
竟
其
業
、
乃
托
余
終
其
事
。
余
不
愧
續
貂
、
刪
其
荒
謬
、
去
其
鄙
俚
、
而
於
每
囘
之
後
、
或
正
詞
︹
辭
︺、

或
反
説
、
或
以
嘲
謔
之
語
、
以
寫
其
忠
貞
俠
烈
之
品
、
奸
邪
頑
頓
之
態
（
俗
に
姜
子
牙
斬
将
封
神
の
説
有
れ
ど
、
従か

つ

て
未
だ
繕
本
有
ら
ず
、

説
詞
者
の
口
よ
り
伝
え
聞
く
に
過
ぎ
ず
。
︙
︙
余
が
友
舒
冲
甫
、
楚
中
よ
り
資
を
重
ね
て
購あ

が
なう
鍾
伯
敬
先
生
批
閲
の
『
封
神
』
一
冊
、
尚

お
未
だ
其
の
業
を
竟
え
ざ
る
有
り
、
乃
ち
余
に
其
の
事
を
終
え
ん
こ
と
を
托
す
。
余  

続
貂
を
愧
じ
ず
、
其
の
荒
謬
な
る
を
刪
し
、
其
の
鄙

俚
た
る
を
去
り
、
而
し
て
毎
回
の
後
に
、
或
い
は
正
辞
、
或
い
は
反
説
、
或
い
は
嘲
謔
の
語
を
以
て
し
、
以
て
其
の
忠
貞
侠
烈
の
品
、
奸
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邪
頑
頓
の
態
を
写
す
）」
と
あ
る
。

（
3
）  

章
培
恒
「『
封
神
演
義
』
的
性
質
・
時
代
和
作
者
」（『
献
疑
集
』、
岳
麓
書
社
、
一
九
九
三
年
所
収
。
初
出
は
『
新
整
理
本
封
神
演
義
』

「
前
言
」、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）。

（
4
）  
近
年
で
は
大
塚
秀
高
「
六
続
研
究
前
後
― 『
封
神
演
義
』
と
『
前
漢
書
平
話
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
中
国
古
典
小
説
研
究
』
第
八

号
、
中
国
古
典
小
説
研
究
会
、
二
〇
〇
三
年
）、
李
亦
輝
「
従
詞
話
本
到
刊
本
―
論
『
封
神
演
義
』
的
成
書
・
版
本
及
編
者
問
題
」（『
蘇

州
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』、
蘇
州
大
学
、
二
〇
一
二
年
第
五
期
）
等
が
あ
る
。

（
5
）  

周
明
初
「
李
雲
翔
生
平
事
迹
輯
考
及
『
封
神
演
義
』
諸
問
題
的
新
認
識
」（『
明
代
文
学
学
会
（
籌
）
第
九
届
年
会  

曁
二
〇
一
三
年
明
代

文
学
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
（
小
説
・
戯
曲
巻
）』）。

（
6
）  

二
巻
図
一
巻
、
内
閣
文
庫
蔵
。
万
暦
四
十
六
（
一
六
一
八
）
年
の
李
雲
翔
序
が
あ
り
、「
萃
奇
館
主
人
葉
一
虁
」
の
凡
例
、
二
十
五
面
の

図
像
が
続
く
。
そ
の
第
一
面
は
「
百
花
主
人
紫
薇
郎
品
花
圖
」
と
題
し
、「
座
師
」
た
る
「
百
花
主
人
」
す
な
わ
ち
李
雲
翔
の
像
が
描
か
れ

る
。
図
像
の
版
心
下
に
は
「
萃
奇
館
藏
板
」
と
あ
る
。
萃
奇
館
は
蘇
州
の
書
坊
で
、
他
に
『
秦
淮
四
美
人
詩
』
四
巻
を
刊
行
し
て
い
る

（『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
江
蘇
書
林
巻
）。
ま
た
封
面
に
は
「
閶
門
錢
益
吾
梓
行
」
と
あ
る
。
該
書
に
つ
い
て
は
合
山
究
「
花
案
・
花
榜

考
」（『
明
清
時
代
の
女
性
と
文
学
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
所
収
。
初
出
は
『
文
学
論
輯
』
第
三
十
五
号
、
九
州
大
学
教
養
部
文
学
研

究
会
、
一
九
八
九
年
）、
大
木
康
『
中
国
遊
里
空
間  
明
清
秦
淮
妓
女
の
世
界
』
第
八
章
（
青
土
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
お
よ
び
大
木
康
『
馮

夢
龍
『
山
歌
』
の
研
究  

中
国
明
代
の
通
俗
歌
謡
』
第
二
章
第
五
節
（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
に
言
及
が
あ
る
。

（
7
）  

花
案
・
花
榜
に
つ
い
て
は
注
（
6
）
合
山
氏
論
文
を
参
照
。

（
8
）  

十
八
巻
。
内
閣
文
庫
や
南
京
大
学
等
に
崇
禎
六
（
一
六
三
三
）
年
序
刊
本
を
所
蔵
す
る
ほ
か
、
北
京
師
範
大
学
図
書
館
蔵
の
順
治
七
（
一

六
五
〇
）
年
重
刻
本
が
『
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
』
史
部
第
二
十
一
・
二
十
二
冊
に
収
録
さ
れ
る
。
巻
頭
に
「
關
中
潘
光
祖
海
虞
父
彙
輯  

邗
江

李
雲
翔
爲
霖
父
參
訂  

繡
谷
傅
昌
辰
少
山
父
較
梓
」
と
あ
り
、
明
刊
本
の
版
心
下
に
は
傅
昌
辰
の
書
坊
名
「
版
築
居
」
の
三
字
が
見
え
る

（
順
治
重
刻
本
で
は
削
去
）。
従
来
の
様
々
な
地
理
書
を
集
成
し
た
も
の
で
、
各
省
の
沿
革
・
地
理
・
特
産
・
人
物
等
を
記
し
、
巻
頭
に
は

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
系
世
界
図
を
掲
載
す
る
。
大
澤
顯
浩
「『
肇
域
志
』
の
成
立
―
明
末
経
世
学
の
一
側
面
―
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
十

巻
四
号
、
京
都
大
学
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
九
二
年
）、
姜
瑞
珍
・
劉
樹
偉
「『
彙
輯
輿
図
備
考
全
書
』
版
本
研
究
」（『
山
東
図
書
館
学
刊
』、
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山
東
図
書
館
学
会
、
二
〇
〇
九
年
第
四
期
）
参
照
。

（
9
）  

四
巻
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
。
巻
頭
に
「
廣
陵
爲
霖
子
著
品  

春
穀
方
圖
甫
批
閲
」、
封
面
に
「
龍
光
堂
龐
雲
衢
梓
行
」
と
あ

り
、
天
啓
六
（
一
六
二
六
）
年
の
李
雲
翔
序
、
龐
雲
衢
の
附
言
・
凡
例
・
徴
文
啓
を
有
す
る
。
周
明
初
・
彭
志
「
日
本
所
蔵
稀
見
明
詞
輯

補
（
一
）」（『
閲
江
学
刊
』、
南
京
信
息
工
程
大
学
、
二
〇
一
三
年
第
三
期
）
に
、
該
書
の
一
部
が
翻
刻
さ
れ
る
。

（
10
）  

八
巻
、
首
都
図
書
館
・
中
国
科
学
院
図
書
館
等
蔵
。
筆
者
未
見
。『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
一
三
二  

子
部
四
十
二  

雑
家
類
存
目
に
記

録
が
あ
り
、
天
啓
七
（
一
六
二
七
）
年
の
成
立
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
諸
子
の
語
を
彙
輯
し
た
帰
有
光
『
諸
子
彙
函
』
の
節
略
本
で
あ
る
こ

と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
杜
沢
遜
『
四
庫
存
目
標
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
巻
頭
に
「
明
邗
江
李
雲
翔
爲
霖

甫
評
選  

秣
稜
社
友
唐
捷
元
垣
之
甫
參
閲  

余
大
茂
思
泉
甫
較
梓
」
と
あ
り
、
ま
た
注
（
5
）
周
氏
論
文
に
よ
れ
ば
、
巻
二
に
は
「
秣
陵
社

友
唐
光
虁
冠
甫
甫
參
閲
」、
巻
六
に
は
「
春
谷
社
友
盛
于
斯
方
圓マ

マ

甫
參
閲
」「
江
都
社
友
曹
大
階
昇
之
甫
較
梓
」
と
あ
る
と
い
う
。

（
11
）  

周
亮
工
『
頼
古
堂
集
』
巻
十
八
（『
続
修
四
庫
全
書
』
集
部
第
一
四
〇
〇
冊
）
お
よ
び
張
潮
『
虞
初
新
志
』
巻
一
所
収
。

（
12
）  

『
伝
奇
彙
考
』
巻
七
「
順
天
時
」
条
に
「
按
『
封
神
傳
』
係
元
時
道
士
陸
長
庚
所
作
、
未
知
的
否
（
按
ず
る
に
『
封
神
伝
』
は
係こ

れ
元
時

の
道
士  

陸
長
庚
の
作
る
所
な
れ
ど
、
未
だ
的
否
を
知
ら
ず
）」
と
あ
る
。
張
政
烺
氏
は
、「
元
時
」
は
「
明
時
」
の
誤
り
で
、「
陸
長
庚
」

と
は
明
の
嘉
靖
万
暦
年
間
の
道
士
陸
西
星
（
字
長
庚
）
で
あ
り
、
彼
こ
そ
が
『
封
神
演
義
』
の
作
者
で
あ
る
、
と
す
る
説
を
唱
え
た
（
張

政
烺
・
胡
適
「『
封
神
演
義
』
的
作
者
」、『
独
立
評
論
』
第
二
〇
九
期
、
一
九
三
六
年
）。

（
13
）  

三
巻
。
国
立
国
会
図
書
館
と
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
写
本
が
残
る
。
巻
頭
に
は
「
古
呉
張
鳳
翼
伯
起
氏
編
輯  

古
揚
李
雲
翔
爲
霖
氏
參

訂  

金
陵
唐
捷
元
恒マ

マ

之
氏
／
先マ

マ

虁
冠
甫
氏
校
閲  

金
陵
余
大
茂
思
泉
氏
」
と
あ
る
。
書
名
に
「
新
鐫
」
と
冠
し
て
い
る
点
か
ら
元
は
刊
本
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
原
刊
本
は
現
存
せ
ず
、
封
面
や
序
文
等
も
写
本
中
に
は
無
い
。
書
画
に
関
す
る
諸
家
の
言
説
の
集
成
で
、
巻

一
・
二
が
画
に
つ
い
て
、
巻
三
が
書
に
つ
い
て
の
叙
述
で
あ
る
。
巻
二
末
尾
に
図
像
十
九
面
を
有
し
、
巻
一
「
論
原
始
」、
巻
三
「
論
淵

源
」
は
「
爲
霖
子
曰
」
で
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
画
史
・
書
史
に
つ
い
て
述
べ
る
。
な
お
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
一
一
四  

子
部
二
十
四  

芸
術
類
存
目
に
、
張
鳳
翼
撰
『
海
内
名
家
工
画
能
事0

』
の
条
が
あ
る
。
提
要
に
よ
れ
ば
該
書
は
二
巻
本
で
、「
是
編
採
輯
前
人
論
畫
緖
言

（
是
の
編  

前
人
の
画
を
論
ず
る
緒
言
を
採
輯
す
）」、
す
な
わ
ち
画
に
つ
い
て
の
み
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
李
雲
翔
参
訂
の
『
工
画

能
書
』
と
は
異
本
と
考
え
ら
れ
る
。『
工
画
能
書
』
は
『
海
内
名
家
工
画
能
事
』
に
、
書
に
関
す
る
一
巻
を
加
え
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
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（
14
）  

但
し
、
国
会
図
書
館
蔵
本
・
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本
の
い
ず
れ
も
唐
光
虁
を
「
先4

虁
」
に
作
る
（
注
（
13
）
参
照
）。

（
15
）  

な
お
唐
捷
元
・
唐
光
虁
が
関
与
し
た
書
籍
と
し
て
、『
鍾
伯
敬
先
生
硃
評
詞
府
霊
蛇
』
四
巻
（
国
家
図
書
館
蔵
）、『
鍾
伯
敬
先
生
硃
評
詞

府
霊
蛇
二
集
』
四
巻
（
台
湾
国
立
中
央
図
書
館
蔵
）
の
二
種
が
現
存
す
る
。
張
健
『
元
代
詩
法
校
考
』「
附
録
四  

元
代
詩
法
著
作
版
本
考

述
」（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
孫
小
力
『
明
代
詩
学
書
目
彙
考
』（
蒋
寅
・
張
伯
偉
主
編
『
中
国
詩
学
』
第
九
輯
、
人
民
文
学

出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
呉
嘉
慧
「『
鍾
伯
敬
硃
評
詞
府
霊
蛇
二
集
』
弁
訛
」（『
東
方
人
文
学
誌
』
第
九
巻
第
四
期
、
文
津
出
版
社
、
二

〇
一
〇
年
）
参
照
。
加
え
て
、
こ
の
二
書
の
校
訂
は
程
雲
従
、
出
版
は
唐
建
元
と
い
う
人
物
が
担
っ
て
い
る
。
ま
ず
唐
建
元
に
つ
い
て
は

『
諸
子
抜
萃
』
李
雲
翔
序
に
該
書
の
刊
行
を
推
奨
し
た
人
物
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
（
注
（
10
）
杜
沢
遜
『
四
庫
存
目
標
注
』
参

照
）、
彼
も
ま
た
李
雲
翔
の
編
著
活
動
と
関
わ
り
の
深
い
人
物
と
わ
か
る
。
程
雲
従
に
つ
い
て
は
唐
捷
元
・
唐
光
虁
と
関
係
が
あ
っ
た
点
に

鑑
み
れ
ば
、
確
証
は
な
い
が
『
北
調
詞
曲
』
李
雲
翔
序
に
い
う
「
唐
」
と
共
に
李
雲
翔
を
歓
待
し
た
「
程
」
氏
そ
の
人
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
当
該
二
書
に
李
雲
翔
の
関
与
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
彼
と
近
し
い
人
物
の
活
動
を
示
す
資
料
で
あ
る
。

（
16
）  

「
去
而
之
秣
陵
、
欲
盡
交
東
南
士
、
東
南
士
亦
願
交
此
公
。
此
公
以
爲
、
世
且
亂
、
吾
當
見
天
子
、
慷
慨
言
當
世
事
、
彼
經
生
何
足
語
、

會
求
其
人
於
屠
狗
間
。
於
是
益
散
金
結
客
、
遂
爲
廣
陵
兒
所
詒
。
︙
︙
金
垂
盡
、
嗒
然
與
世
無
所
合
、
退
而
返
里
閈
（
去
り
て
秣
陵
に
之

き
、
尽
く
東
南
の
士
と
交
わ
ら
ん
と
欲
し
、
東
南
の
士
も
亦
た
此
公
と
交
わ
ら
ん
こ
と
を
願
う
。
此
公
以
為
ら
く
、
世  

且ま
さ

に
乱
れ
ん
と

す
、
吾  

当
に
天
子
に
見
え
、
慷
慨
し
て
当
世
の
事
を
言
う
べ
き
も
、
彼
の
経
生  

何
ぞ
語
る
に
足
り
ん
、
会か

な
らず
其
の
人
を
屠
狗
の
間
に
求

め
ん
、
と
。
是
に
於
て
益
ま
す
散
金
結
客
し
、
遂
に
広
陵
児
の
詒あ

ざ
むく
所
と
為
る
。
︙
︙
金  

尽
く
る
に
垂な

ん
なん
と
し
、
嗒
然
と
し
て
世
と
合
う

所
無
く
、
退
き
て
里
閈
に
返
る
）」
と
あ
る
。

（
17
）  

『
遠
山
堂
曲
品
』
に
は
「
此
記
魏
璫
、
而
以
胡
給
諫
天
岳
爲
生
者
（
此
れ
魏
璫
を
記
し
、
胡
給
諫
天
岳
（
胡
永
順
）
を
以
て
生
と
為
す
者

な
り
）」
と
あ
る
（
中
国
戯
曲
研
究
院
編
『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
』
六
、
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
五
九
年
所
収
）。
ま
た
斉
森
華
・
陳

多
・
葉
長
海
主
編
『
中
国
曲
学
大
辞
典
』（
浙
江
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
三
八
八
頁
「
鳴
冤
記
」
条
参
照
。
な
お
大
木
康
『
明
末
江

南
の
出
版
文
化
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
魏
忠
賢
を
題
材
と
し
た
白
話
小
説
が
、
崇
禎
帝
即
位
に
よ
る
魏
忠
賢
失
脚
の

直
後
か
ら
多
数
出
版
さ
れ
た
と
い
う
。「
鳴
冤
記
」
も
同
種
の
作
品
で
あ
ろ
う
。

（
18
）  

『
諸
子
抜
萃
』
に
見
え
る
盛
于
斯
の
字
「
方
圓
」（
注
（
10
）
参
照
）
は
、『
北
調
詞
曲
』
の
批
閲
者
「
春
穀
方
圖
甫
」（
注
（
9
）
参
照
）
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の
「
方
圖
」
と
字
形
が
近
く
、
本
貫
も
共
に
「
春
穀
（
春
谷
）」
で
あ
る
。
春
穀
は
現
安
徽
省
南
陵
県
を
含
む
地
域
の
古
名
。
周
亮
工
「
盛

此
公
伝
」
の
「
南
陵
人
」
と
い
う
記
述
と
も
符
合
す
る
た
め
、
両
者
は
同
一
人
物
と
判
断
し
た
。

（
19
）  
『
北
調
詞
曲
』
李
雲
翔
序
に
、
龐
雲
衢
の
「
君
何
不
以
諸
妓
之
才
之
色
、
譜
爲
北
調
、
竝
前
刻
、
不
南
北
兩
擅
其
美
（
君
何
ぞ
諸
妓
の
才

の
色
を
以
て
、
譜
し
て
北
調
を
為
さ
ず
、
前
刻
と
並
べ
て
、
南
北  

両
つ
な
が
ら
其
の
美
を
擅

ほ
し
い
ま
まに
せ
ざ
る
や
）」
と
い
う
発
言
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
龐
雲
衢
の
附
言
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
20
）  

盛
于
斯
の
著
作
は
こ
の
ほ
か
『
休
庵
集
』
二
巻
、『
休
庵
影
語
』
二
巻
が
あ
る
。
前
者
は
国
家
図
書
館
に
周
亮
工
刻
本
が
所
蔵
さ
れ
、
ま

た
徐
乃
昌
輯
『
南
陵
先
哲
遺
書
』
に
影
印
が
収
録
さ
れ
る
。
後
者
は
点
校
本
（
開
明
書
店
、
一
九
三
一
年
出
版
）
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、

『
水
滸
伝
』
や
『
西
遊
記
』
に
独
自
の
研
究
を
加
え
た
り
、
名
家
に
仮
託
し
た
書
籍
の
横
行
を
厳
し
く
批
判
す
る
文
章
が
あ
る
（「
総
批
水

滸
伝
」「
西
遊
記
誤
」）。
当
時
の
通
俗
書
出
版
や
小
説
読
書
の
実
態
が
窺
わ
れ
興
味
深
い
。

（
21
）  

注
（
6
）
大
木
氏
『
中
国
遊
里
空
間  

明
清
秦
淮
妓
女
の
世
界
』
二
三
八
頁
に
「
こ
の
書
物
の
刊
行
者
は
葉
一
虁
で
あ
る
が
、
馮
夢
龍
は

そ
の
書
物
の
多
く
を
蘇
州
の
葉
姓
の
出
版
社
か
ら
出
し
て
お
り
、
彼
ら
と
特
別
の
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
お
そ
ら
く
馮

夢
龍
が
そ
の
出
版
の
仲
介
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。

（
22
）  

注
（
6
）
大
木
氏
『
馮
夢
龍
『
山
歌
』
の
研
究  

中
国
明
代
の
通
俗
歌
謡
』
終
章
「
編
者
馮
夢
龍
と
『
山
歌
』
の
文
学
」
参
照
。
な
お
馮

夢
龍
『
掛
枝
児
』『
山
歌
』
の
出
版
時
期
は
万
暦
三
十
九
（
一
六
一
一
）
～
四
十
一
年
（
一
六
一
三
）
と
推
測
さ
れ
（
同
書
同
章
）、
李
雲

翔
『
金
陵
百
媚
』
の
編
纂
時
期
と
極
め
て
近
い
。
ま
た
馮
夢
龍
は
ほ
か
に
も
宛
瑜
子
『
呉
姫
百
媚
』（
万
暦
四
十
五
（
一
六
一
七
）
年
序
）

と
い
う
花
案
の
出
版
に
も
関
与
し
て
お
り
、『
金
陵
百
媚
』『
呉
姫
百
媚
』
に
は
『
山
歌
』
と
共
通
す
る
呉
歌
が
収
録
さ
れ
る
。

（
23
）  

注
（
6
）
大
木
氏
両
著
書
参
照
。

（
24
）  

舒
載
陽
本
巻
二
巻
頭
に
て
編
輯
者
許
仲
琳
が
「
鍾
山
逸
叟
」
と
称
し
、
南
京
人
と
考
え
ら
れ
る
点
も
、
小
説
『
封
神
演
義
』
と
南
京
と

い
う
土
地
と
が
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
25
）  

非
士
大
夫
の
著
述
業
者
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
井
上
進
『
中
国
出
版
文
化
史
―
書
物
世
界
と
知
の
風
景
―
』
第
十
八
章
（
名
古
屋

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
に
多
数
の
例
示
と
論
考
が
あ
る
。


